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　　　　　　☆港の水理模型試験☆

　第5部水工学研究室では静岡県の田子の浦墜及び愛知

県の赤羽楓巷に対する水理嗅形試食の委託を受けて，い

まそれらの模形を作つている。田子の融巷は駿河湾の奥

の沼川の川口に計画されているもので，この川は急深の，

ほぼ直線状の，玉石や砂礫から成る浜に注ぎ，赤羽根港

は遠州灘の西端に近い遠浅の，ほぼ直線状の，砂浜に面

している。これらの海岸の性格ばかなり相異があるが，

波のために砂礫や砂で川口がふさがれるという点では共

通である。この模形試験は導流堤の配置やその他の方法

によつて，二の港の口を安定させ，必要な水深を保たせ，

舟の出入に暫合の艮いようにさせることを目的として行

われる。（井口昌平・助教授）

　　　　　部　　外　　活　　動

一爵　稿一

◇助教授　亘理厚「機械振動の実際問題について」一

生　産　研　究

工場における振動の実際問題についての1査結果とその

解析法について述べている。一機械学会誌56巻，414

号　（1953．7）

◇助教授松下幸雄「製鋼興理論の進展と現場作業へ

の寄与」一同誌の「技．1∫資料」として掲載ざれたもの

で，製鋼における溶融スラッグの役割を中心に，広く内

外の研究動向を解説することによつて，工場技術老への

寄与を試みた。－Ssiと鋼　第39年6号（1953）

◇教授宮津純「流「本抽出の流体力学とその応用　第

1報：基從理論，第2報；歯車ポソプの閉じ込な流れと

逃げ溝の効果，第3報：層内の圧力分布と壁面の圧力分

布，第4報；円管から曲つて放射する流れの圧力」機械

学会論文集，19巻，8工号（1953＞，20～40頁。

◇教授　小川正義　日立製作所巾央破究所　歌川正博

「摩擦切断」日本機械学会誌　561　415号（1953．8＞

一講演及び実習指導一

◇教授　岡　宗次郎　助数授　武藤義一　仁木栄次他

日本分析化学会の光電比色講習会において講演と実習指

導を行つた。（1953．7．18～7．21）

一現地実験一

◇助教授　植村恒義　助手　伊藤寛治他1名一一鐘淵紡

績株式会社紡績試験所からの委託研勢二より，大阪市同

試験所に出張し，撚糸機，精紡機，織機等各種繊維機械

における糸の高速運動状況を高速度カメラにより撮影解

t

　　　　　　　　　　　　　　　　筆
1◇植村恒義　助教授　専攻　精密機器学　瞬間写真及

◇藤森栄二
◇田宮　真
◇仁木栄次
◇千々岩健児

◇白頻勝男

　高速度カメラ

講師　専攻　分光化学，光化学

助教授　専攻　船体運動学

助教授専攻　有機工業分析学

助教授　専攻　鋳造学

雇員　専攻　同上

者 灘。一匁。。特。生。攻流。力学　｝

騰懸1蕪攻毒羅離。。｝
　　　　　　　子化学

＄稟難響雲。㍊。聾護分離　1
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